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平
成
１６
年
度
の
年
金
制
度
改
正
に
よ

り
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
遺
族
厚
生
年

金
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

 

高
齢
期
の
遺
族
配
偶
者
に 

　
　
　
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金
と 

　
　
　
　
　
老
齢
厚
生
年
金
の
併
給 

　
遺
族
と
な
っ
た
６５
歳
以
上
の
妻
に
対

す
る
年
金
給
付
に
つ
い
て
、
妻
自
身
が

納
め
た
保
険
料
を
で
き
る
だ
け
給
付
額

に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
本
来
受
給
で
き

る
年
金
額
は
全
額
支
給
し
、
制
度
改
正

前
の
支
給
額
と
の
差
額
を
遺
族
厚
生
年

金
と
し
て
支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

（
別
表
１
） 

 

若
年
期
の
妻
に
対
す
る 

　
　
　
　
遺
族
厚
生
年
金
の
見
直
し 

　
３０
歳
未
満
の
妻
（
１８
歳
未
満
の
子
の

い
な
い
方
）
に
対
す
る
遺
族
厚
生
年
金

に
つ
い
て
は
、
若
年
層
の
雇
用
条
件
の

格
差
の
縮
小
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
５
年

間
の
有
期
給
付
と
な
り
ま
し
た
。 

（
別
表
２
） 

 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
郡
山
社
会
保
険
事
務
所 

　
　
０
２
４
―
９
３
２
―
３
９
１
７ 

　
町
民
生
活
課 

　
　
７
２
―
６
９
３
３ 

遺
族
厚
生
年
金
の
支
給
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た 
　
平
成
１９
年
４
月
か
ら
７０
歳
未
満
の
方

の
入
院
等
に
係
る
高
額
療
養
費
が
現
物

給
付
化
さ
れ
ま
す
。 

　
今
ま
で
、
病
院
の
窓
口
で
全
額
支
払

っ
て
い
た
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
負

担
分
の
医
療
費
が
自
己
負
担
限
度
額
ま

で
の
支
払
い
で
す
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

入
院
等
に
よ
り
医
療
費
が
高
額
と
な
る

方
は
、
次
に
よ
り
役
場
に
申
請
し
て
限

度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が

あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
従
来
ど
お

り
自
己
負
担
額
を
い
っ
た
ん
全
額
病

院
へ
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

《
受
付
場
所
》 

　
小
野
町
役
場
町
民
生
活
課 

《
持
参
す
る
も
の
》 

　
保
険
証
・
印
鑑 

《
受
付
期
間
》 

　
平
成
１９
年
４
月
１
日
よ
り 

◆
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
生
活
課
　
７
２
―
６
９
３
３ 

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
が
現
物
給
付
化
さ
れ
ま
す
 

７０
歳
未
満
の
方
の
入
院
等
で
の
高
額
療
養
費
の
支
払
い
が
 

自
己
負
担
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
 

自己負担限度額一覧（平成18年10月１日～） 

世帯区分 

上位所得者 
世帯 
一般 
世帯 

住民税非課税 
世帯 

過去12ヵ月以内の高額療養費の支給回数 
１～３回 ４回以上 
150,000円＋ 

（医療費総額－500,000円）×１％ 
80,100円＋ 

（医療費総額－267,000円）×１％ 

35,400円 

83,400円 

44,400円 

24,600円 

例）医療費が50万円かかった場合の病院窓口での支払額（一般世帯の場合） 
◎限度額適用認定証を交付された場合（平成19年４月１日～） 

◎限度額適用認定証を交付されない場合 

上記のように限度額適用認定証が交付されると自己負担額までの支払いと 
なり、高額療養費支給の申請は必要ありません。 
　なお、高額療養費支給対象額には、入院時食事代や差額ベッド代など 
保険適用外のものは含まれません。 

世帯負担区分 

世帯負担区分 

一般世帯 

一般世帯 

病院窓口での支払額 

150,000円 

病院窓口での支払額 
（自己負担限度額） 

82,430円 
高額療養費の申請手続きは不要 

高額療養費の申請により後日戻る金額 

67,570円 


